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―――― 各市町村の事例集ひな形 ―― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．地域特性  
市町村の概要 
地域特性として、地理的な環境（交通アクセスや、気候等）、住民の人口構成、健康状況、生活習慣、

その他特殊要因等について、一体的実施の背景となる情報を中心にまとめる。 

 

 高齢化率、地理的な環境、住民の健康状況等で意識していることがあればお答えください。 

 

 指標に表れない地域の特性、住民性や気候、産業などがあれば、お答えください。また、近年の地
域の人口構成や産業の変化の動向などで特記事項があればお答えください。 

 

医療費、介護給付、健康課題等の現状 
後期高齢者の医療費、健康課題、要介護認定と介護給付の地域性などについて記載する。 

 

 貴町の高齢者の医療費に影響を与えている要因として、とらえていることがあればお答えくださ
い。また、KDB 等の活用によりデータから把握した地域性や、地域の課題があれば、あわせてお

答えください。 

 

 要介護者の状況、要介護・要支援認定率に影響を与えている、高齢者の健康面や生活に関する地域
性などで意識している点などあればお答えください。 

 

 

高齢者の保健事業のあり方検討ワーキンググループ（第 10回） 

令和３年３月１日（月） 資料２  ～都道府県 市町村名～ 
事例のポイント紹介 
■地域の背景 
■独自の取り組み 
■成功要因など 

〇〇市の概要  
人口  xxx,xxx人 （xx年 x月 x日時点） 

  （高齢化率 xx.x%） 

後期高齢者被保険者数 xx,xxx人 （xx年 x月 x日時点） 

   

後期高齢者 1人あたり医療費  xxx,xxx円／年 （xx年度） 

後期高齢者健診受診率 xx.x% （xx年度） 

 

都道府県名 

対象市町村の位置 

市町村の 

マスコット 

キャラクター等 
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２．一体的実施の取り組み経緯  
 

一体的実施前からの取り組み 
一体的実施を開始する以前の保健事業、介護予防等の取り組みについて記載する。 

 

 一体的実施以前の高齢者向けの保健事業、介護予防等について、取り組んでいたことなどがあればお
答えください。 

 

一体的実施に初年度から取り組んだ背景 
 一体的実施を初年度から取り組むこととした背景などがあればお答えください。また、初年度から開
始したことで苦労した点、どのように課題を克服したかなどについてお答えください。 

 

３．一体的実施の推進体制  
 

庁内の体制 
一体的実施に関わる部署の一覧を掲載し、役割分担等を記載する。庁内の連携体制の構築経緯等につい

て補足事項があれば記載する。 

 

 推進体制や役割分担についてご説明ください（体制図などの資料があればご提供ください。） 

 

 一体的実施の取り組みを始めるにあたっての、庁内、関係機関の調整や合意形成、首長その他の自治
体幹部のリーダーシップの発揮等で特記する点があればお答えください。 

 
 

関係団体との連携 
医療関連団体等の外部の機関との連携状況について連携先と連携内容、経緯等を記載する。 

 

 医療関係団体等の関係機関は事業を計画する段階で、どのような形で参画されたのでしょうか。一体
的実施以前から連携してきた経緯などあったのでしょうか。また、こうした関係機関の参画で特に有

効だった点があればお答えください。 

（必要に応じて、「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の取組に係る実施状況調査」（以下「実

施状況調査」という）の回答から連携機関の情報を補足。） 

 

外部有識者の支援 
外部の有識者の助言、データ分析の支援や評価を受けている場合はその内容を記載する。 

 

 外部の有識者からデータ分析、課題抽出の助言を受けられている場合その内容をお答えください。ま
た、具体的な分析結果や抽出された課題としてどのようなものがありますか。 
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４．事業実施状況  
事業実施状況（ハイリスクアプローチ） 
実施予定の事業内容と実施圏域数等について、特別調整交付金の事業計画書から整理して掲載。あわせ

て、ヒアリングをもとに実際の実施状況、実施上の課題などを記載する。 

 

 事業の計画に対して、現状の進捗について計画に対する変化や特記事項があればお答えください。 

 

 地域性との関連も踏まえ、実施上の課題とそれに対する対策、効果的な実施のために工夫している点、
独自の取り組み等があればお答えください。 

 

事業実施状況（ポピュレーションアプローチ） 
実施予定の事業内容と実施圏域数等について、事業計画書から整理して掲載する。あわせて、ヒアリン

グをもとに実際の実施状況、実施上の課題などを記載する。 

 

 事業の計画に対して、現状の進捗について計画に対する変化や特記事項があればお答えください。 

 

 

 地域性との関連も踏まえ、実施上の課題とそれに対する対策、効果的な実施のために工夫している点、
独自の取り組み等があればお答えください。 

 

 通いの場等において医療専門職はどのようにかかわっているでしょうか。また、医療専門職が関わっ
ていることによる効果があればお答えください。 

 

新型コロナウイルス感染症の影響と対策 
新型コロナウイルス感染症の事業実施への影響と、対策について記載する。 

 

 新型コロナウイルス感染症の事業への影響と対策に関して、実施状況調査の調査票にご記入いただ
いた内容のほか特記事項があればお答えください。 

 

５．事業推進のための取り組み  
 

周知と広報 
事業の趣旨・目的・内容の理解・協力を得るための住民への周知活動、一体的実施に関連する啓発や広

報活動について取り組んでいる事項を記載する。 

 住民への周知・広報の方法や媒体で、工夫している点や、効果をあげている方法などがあればお示
しください（ご提供いただける場合は、広報媒体等の現物をご提供ください）。 

人材育成の取り組み 
一体的実施に関わる技術・知識の向上に資する職員への取組として有効なものを記載する。 

 

 担当職員に対し、一体的実施に関する教育・研修として行っていることがあればお答えください。 
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課題と方針の共有 
各市町村における健康課題と後期高齢者の特性を踏まえた保健事業の必要性、今後の方針等について、

組織内での意見交換、情報共有を行っているかを記載する。 

 

 庁内の連携会議を効果的に行うための方法や、連携会議のほか担当者間で、事業の状況や課題等を
共有するために行っている対策、連絡方法などの工夫がありましたらお示しください。 

 

ノウハウのマニュアル化 
業務の実施方法・ノウハウの属人化防止や標準化、効率的な業務の実施を目的として作成しているマニ

ュアル等があれば掲載する。 

 

 担当職員間のノウハウの共有のために行っていることや、作成しているマニュアル等があればお答
えください（ご提供いただける場合は、マニュアル等の現物をご提供ください）。 

地域のデータ分析と活用（ＫＤＢの活用状況） 
事業実施における、ＫＤＢの活用状況、活用の内容、活用による成果などについて記載する。 

 KDB のデータについて、他のデータとあわせた分析やデータの加工を行っているかお答えくださ

い。また、行っている場合、具体的にはどのような分析・加工をされているかや、分析を担当され

る方がどのような方かについてお答えください。 

後期高齢者の質問票の活用 
通いの場、データ分析等において、「後期高齢者の質問票」の活用状況について記載する。 

 

 後期高齢者の質問票を活用している場合、活用によりどのような効果があったか、また、活用上の
課題などがあればお答えください。また、そのほかの事業で、後期高齢者の質問票と基本チェック

リストを活用している場合、どのような用途で活用し、どのように使い分けをされているかについ

てお答えください。 

６．一体的実施の取り組みの成果と課題  
一体的実施に取り組んだことによる成果 
一体的実施に取り組んだことで得られた成果・手ごたえについて記載する。 

 

 今年度一体的実施に取り組まれて、現段階での評価、これまでに気づかれたこと、これまでの手ご
たえなどなどありましたら、お答えください。 

 

課題と今後の対策 
 一体的実施に取り組んで明らかになった課題、今後対策として考えていることを記載する。 

 

 今年度一体的実施に取り組まれて、実施上の課題とそれに対する今後の対策等があればお答えくだ
さい。 

 


